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⾃⼰紹介

2015年 東洋⼤学入学

     関東学⽣陸上競技連盟(以下、関東学連)に加入

2018年 関東学連 幹事長に就任

2020年   ⼀般企業に就職(〜2025年3⽉まで在籍)

2024年   関東学連の法人化とともに理事に就任

2025年   実業団の新チームとして発⾜した、

    「MABPマーヴェリック」にマネージャーとして加入



Agenda
関東学連の運営における現状

 ー⼤会運営の概要と学⽣の役割

デュアルキャリアとしての価値

教育的価値
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今後の課題と展望



関東学連の運営における現状

⼀般社団法人関東学⽣陸上競技連盟(以下、関東学連)
とは、関東地区で⾏われる⼤学⽣の陸上競技の⼤会を運営

している団体である。

学⽣主体であることに変わりはないが、2024年から法人
化をしたことにより、運営体制や意思決定の透明性・責任

がより明確になり、社会的信⽤度も向上した。



⼤会運営の概要と学⽣の役割

他、学⽣審判員養成の為の講習会や各種会議の

開催など関東学⽣陸上界の発展のために様々な活動



⼤会運営の概要と学⽣の役割



 デュアルキャリアとしての価値
■学業との両立：

平⽇昼は⼤学の授業、⼣方や夜に会議・作業スケジューリング調整

■運営業務：

会議・作業⽇程の調整、役割の分担

■タイムマネジメント:
→ 複数のタスクを「優先順位をつけて捌く」経験が⽇常的にある
→ ビジネススキルに直結する⼒（PDCA∕タスク分解∕調整⼒）



■実践型キャリア教育
⾃分たちで課題を発⾒・改善し、PDCAを回す経験
プレッシャーの中での判断⼒・対応⼒の向上

■チームワークとリーダーシップ
年齢・⼤学を超えた連携（学年・役職の縦横の関係性）
リーダー層は部下育成や意思決定を体験

■社会人基礎⼒の習得
「報連相」「タイムマネジメント」「責任感」
指⽰待ちでなく、⾃ら動く姿勢が求められる

教育的価値



教育的価値



 今後の課題と展望
・時間負担の軽減と効率的な運営体制の構築

・キャリア支援との連動（インターン連携など）



・陸上競技を「支える側」でも、成長と学びがある

・企業や地域と連携したプロジェクト学習の推進

 ボランティアで終わらせず、「評価・称賛される」

 仕組みづくり

・⼤学⽣活、キャリア、⼤会運営の“三立”は可能
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